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Abstract
Our study is based on the researches to date, which are about the home-based endowment prob-
lems of the elderly in Chinese lineage society.　From the perspective of community care, we consider 
and weigh the necessity of establishing the life security and support network for the elderly from 
rural areas in the lineage-based society of China.　So this time we want to get a general knowledge 
of the status of the relationship between various lineages in the same life sphere through a survey 
about the living conditions of the elderly from Gangquan Qu in southern region of Fujian province, 
China. Meanwhile, we try to make it clear that which kind of life problem（welfare needs）the elderly 
of the lineage have, who want to create a safe and comfortable life by themselves.　It is used as the 
basis to do a research for exploring how to establish and support the promotion of an elderly-support 
network in the lineage society.
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要　旨
これまでの中国の宗族１）社会における高齢者の在宅養老問題に関する研究を踏まえると、コミュニ
ティケアの視点から中国の宗族社会を拠点とした農村地域の高齢者の生活保障・支えあうネットワーク
作りの必要性があると考えられる。そのため本研究では今回、福建省 南地域泉港区の高齢者生活実態
調査を通して、同じ圏域の中で相違した宗族相互間の繋がりはどのような状況にあるのか？また、宗族
地域の高齢者が自分らしく、安全・安心した自立生活を営んでいくために、どの様な生活問題（福祉
ニーズ）が抱えているのかを明らかにした上で、宗族社会における高齢者の支えあうネットワーク作り
の推進方法を探求していくことを目的とした。
キーワード
宗族社会、高齢者、地域ネットワーク
Ⅰ．は じ め に
近年、経済と社会の転換期にある中国の「三
農」２）問題が深刻化を増している。特に農村地域
の若者達の都会への進出によって、１　 人暮らし
高齢者（空き巣と呼ばれる）や高齢者のみ世帯
が急増している。故に従来の家族による高齢者
への扶養機能が衰弱し、またそれを補完する公
的な社会保障制度（年金・医療・福祉など）が
完備されておらず、農村地域における高齢化社
会の進展によってもたらされた問題は山積して
いる。筆者が長年間研究に携わった中国の東南
地域においても同様の問題を抱えている。東南
地方における高齢化問題を解決するには、特に
その地域に既存している独特の歴史や文化、地
縁や血縁によって成り立つ宗族社会及び価値観
を重んじることが大事であり、また宗民たち自
らの参加によって宗族内部の組織再建を健全化
し、その上で宗族間の連携（国内外）や宗民相
互が支えあうネットワーク作りが不可欠である
と筆者は考える。
以上のことから本稿では、これまでの中国の
宗族社会における高齢者の在宅養老問題に関す
る研究を踏まえ、福建省 南地域泉港区Ｓ街道
の高齢者生活実態調査を通して、同じ圏域の中
で相違する宗族間の繋がりはどのような状況に
あるのか？また、宗族地域の高齢者が自分らし
く、安全・安心した自立生活を営んでいく上で、
どのような生活問題（福祉ニーズ）を抱えてい
るのかを明らかにし、コミュニティケアの視点
から宗族社会における高齢者を支えあうネット
ワーク作りの推進方法を探求していくことを目
的としたい。
Ⅱ．宗族の概念
現代社会における宗族の概念は、中国の有識
者らによって（「表１　宗族社会の概念につい
て」３））いろいろと定義化されてきた。いずれに
せよそれらの論説を整理すると以下のように述
べることができる。まず、宗族社会とは何かと
いうと、祖先から分かれた父親出自（同宗）の
親族共同体である。その構成条件として、①宗
族の存在を有していること。②祖先から分かれ
た男系の親族であること。③特定区域内に居住
していること。④共同の財産を所有すること。
例えば、宗祠（祠堂）、祖先を崇拝する儀式の
共有、宗族の理念、族譜の有無などと言えよう。
また、中国は今でもその濃厚な宗族伝統を持
つ国だと言われている。宗族伝統はとりわけ農
村地域（華南・東南地方）の漢民族にとって最
も基本的で身近な社会関係として存続し続けて
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表１　宗族社会の概念について
定　　　義論説者
家族と宗族は同じような意味を持つこと。徐陽杰
男系の血縁関係を持つ各家庭において、宗法観念を共有する規範の下で形成される社会的群体であ
ることと主張。馮尓康
宗族と氏族とは基本的に区別してみる必要がある。即ち①宗族は明確な継嗣関係を有している。直
系祖先は誰かが明確に認知していることに対して、氏族は継嗣関係が不明確で、且つ祖先も神話人
物とされる場合が多い。②宗族の構成員は族内で出生者だけでその成員に認められる。逆に氏族は
団体成員のみを受け入れ、団体加入者は自己選択に委ねる。
華　 
氏族と家族の合間に存在する社会的親族の組織集団として、早い時代に発達とした原始母系の社会
からすでに存在していたことから（中略）、母系の親族集団にも宗族と称することができる。程徳祺
一種の血縁からなる核心的家庭共同体である。①孝悌理論を主としたイデオロギー意識の構造。②
孝悌理論の組織化への実現、即ち族房長の設置、祠堂の建設及び族譜の修繕、族規の制定など、孝
悌を宣伝して行き、族人の親睦を実現させ、族衆の結束を高めていくことである。③より多くの族
衆が祖先を祭ることができるように祭田の設置や、まだ族衆に贍給（給付）するために一部分の族
性は族田も設ける。
李文治ら
出典：周大鳴著「当代華南の宗族と社会発展」（P２４）から抜粋。本稿の筆者により翻訳。
きた。本調査研究の地域選定は主にそれらの論
説を根拠に判断基準の根拠として行われたもの
である。
Ⅲ．研究の概要
１．経過と方法
これまでの研究では、中国の農村社会におけ
る宗族の実態及び課題について東南及び東北の
高齢者を中心に量的調査を行った。中では、「７
つの地域での高齢者生活実態調査の実施と分析
（４論文）」と質的調査研究を行ってきた。本稿
はそれらの実証研究をもとに今回選定した福建
省 南地区泉港区Ｓ街道での高齢者を対象に量
的調査・分析及び考察したものである。
２．調査地域と対象
・地域：福建省 南地区泉港区Ｓ街道を中心
地域とした（華僑の故郷とも呼ばれている地区）。
・対象：５つの村の６５歳以上の高齢者２６０人
を対象に聞き取り調査を行った。
３．調査期間と方法及び過程
調査は泉港区Ｓ街道の幹部に依頼し、村幹部
が２回をかけて行った。なお、大多数の高齢者
が字を読めないため、実施手法は殆ど１対１で
の聞き取り調査を中心に行った。
・１回目⇒２０１３年２月９日～２月２４日、
調査人：３人（男性、村の幹部）、中国の春節
（お正月）時に村（陳庄村と錦山村、計９９名）
の在住している高齢者の自宅に家庭訪問に合わ
せて調査を行った。
・２回目⇒２０１３年８月１５日～９月１６日、
調査人：５人（男性３名、女性２名、村の幹部）、
調査方法は村（誠峰村、く頭村、三朱村、計１６１
名）の「老人社区（コミュニティ）」及び「マー
ジャン室」や「老人娯楽場（憩いの場）」にて、
そこで利用している高齢者にアンケート用紙を
配布し、その場で回答案を回収し封じる。その
他の高齢者には、自宅に調問し、直接に聞き取
り調査を行った。
４．調査票の構成
調査票の構成内容及び小項目では、今までの
調査票を若干に修正して行った。主に、１　 ）高
齢者の基本属性及び家族構成など（１６項目）、
２　 ）健康の自覚症状及び「ADL・IADL」状況
など（１２項目）、３　 ）福祉政策への期待など（９
項目）、４　 ）養老介護サービス制度の発展など
（３項目）、及び記述（意見と感想）となった。
統計処理は、統計用ソフト SPSS１６.０J を用
い、項目ごとに単純集計及びクロス集計を出し
て整理を行った。
Ⅳ．結果と分析
１．調査地域の概要
●泉港区の地理、人口及び行政の沿革
泉港区（図１）は福建省中部沿海の 洲湾の
南岸に位置しており、恵安や仙游、 田と隣接
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図１　泉港区地図 図２　宗　祠
し、海を隔てて台湾を眺めることができる。国
道３２４号線や福厦高速道路が全区を貫き、 泉
肖鉄道が港区に直達し、即ち闃（福建省の略称）
の東南南北交通の重要な通路である。または、
東南海上航海の輻射中心地域でもある。全区の
陸地面積は３２１平方キロ、海域面積は１０５平方キ
ロである。
泉港区の人口は３６.４７万人、６　 つの鎮（南埔
鎮、後龍鎮、峰尾鎮、前黄鎮、界山鎮、  鎮）
と１つのＳ街道、１　 つの塩場を直轄しており、
中にはさらに９６個の行政村と４個の居民委員会
が配属されている。
●Ｓ街道及びその社会背景
Ｓ街道は泉港区行政中心の所在地である。商
業貿易と文化の中心地でもある。総面積は２４.６
平方キロで，現在１２の行政村と４つの社区居民
委員会が所轄し、総人口は約６万人（在住人数
は５１,９５６人）、６５歳以上の高齢者人数は３,６３９人
（高齢化率：７.０％）である（表２）。
Ｓ街道は華僑の故郷としてよく知られている。
現在、アメリカ、インドネシア、マレーシア、
シンガポール及び香港、マカオ、台湾等の国に
約５万人の華僑が住んでいる。近年では、多く
の華僑が母国の発展に力を尽くしている。なか
でも香港やマカオの企業家達によって、Ｓ街道
の学校や道路の公共事業に約２,０００万元の投資が
なされた。さらにＳ街道では、文化的にも４３以
上の民間芸術団体を有し、香港風凰衛視テレビ
や日本の NHK テレビなどによって、Ｓ街道の
独特な楽器である“北管文化”について、海外
各地で数回にわたり宣伝もされている４）。
●華僑（図２　宗族の宗祠）の故郷としての
特色（経済、社会保障及び福祉など）
社区（街道＝コミュニティ）では鎮中心衛生
院（病院）や高齢者活動センター及び泉港区第
三実践小学等が設置されている。
その他にも、泉港区では５つのプロジェクト
が組織されており“就労、居住、救貧、医療・
保険、修学補助”等が優先的に実施されている。
この５つのプロジェクトには、毎年１００万元の
経費投入がされており、住民の技術研修や就労
の推薦などを無料で提供している。また、生活
困窮者への救貧措置として６,０００万元以上の資金
が投入されている。現在、約９６％の農民は健康
保険である新農合医療保険に加入している。全
区における一人平均居住面積は２０００年よりも３０
平方メートル増加し、農民一人当たりの純収入
は４年連続して大幅に増えている５）。
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表２　Ｓ鎮の人口構成 単位：人
８,７０３/７,８３２０１４歳男／女５７,０９４・２９,０３７/２８,０５７総人口・男/女
１８,０８７１５６４歳女１３,６１３/５３,９４８世帯数/世帯総人口
３,６３９・１,５０１/２,１３８６５歳以上（総）/・（男）/（女）２６,８２６/２７,１２２世帯主（男）/（女）
５１,９５６謄本地域＝在住地域１６,５３５０１４歳（総人口）
出典：中国第５回国勢調査資料から筆者が抜粋
表３　村名と苗字と本籍
合計（人）朱氏蓮氏劉氏庄氏宗族⇒本籍
６４―――６４陳庄村村名山腰
３５―――３５錦山村
７９――７９―誠峰村村名泉港
５１―５１――く頭村
３１３１―――山朱村
２６０３１５１７９９９合　計
２．ケースの要約
処理したケースの要約は表３で示した。有効
回答の合計は２６０人、回収率は１００％。そのうち、
５　 つの村に４の宗族が有し、陳庄村の庄氏族の
規模が最も大きいということであった。
３．高齢者の基本属性及び家族構成について
の結果と分析
高齢者の「性別」（図３）構成は、男性が１６８
人（６４.６％）、女性が９２人（３５.４％）となり、「年
齢」層（図４）の構成割合では、前期高齢者が
２１４人（８２.３％）、後期高齢者は４６人（１７.７％）
であった。前期高齢者が圧倒的に多かった。ま
た、他の地域と異なり、前期も後期高齢者にも
男性の方が多かった。
一方、高齢者の年齢層別世帯人数と家族構成、
及び大家族の同居意識については表４で示した
ように、大多数の高齢者は自分の家族と同居し
ているということであった。また、家族構成で
は、殆どの高齢者が２人以上の子供を有してい
る（２５７人 /９８.８％）が、「１人暮らし」高齢者
（１２人）や「夫婦のみ暮らし」高齢者（４６人）
を占める割合は２２.３％、そのうち前期高齢者が
８割以上であった。これも今まで幾つかの調査
地域の結果と比べても、割合はより低い水準に
留まっていることが判明した。それは当地域で
ある「若者達が他所にいて出稼ぎ労働者として
働く人が少ない」（庄曙強 ２００７）ということで
あろう。但し、２２.３％を占めている独居高齢者
のうち「今後子どもと同居する予定」のない高
齢者は８１.８％に上り、その独居の理由を挙げる
と、最も多いのは「子どもが近くに住んでいる」
（１４人）ことと、２番目の「独自生活能力を有
する」（９人）であり、逆に「子どもが近くに
居ない」（５人）ということもあった。
ところで、高齢者が自分らしく自由自在な老
後生活を幸せに送ることは何よりも望まれるこ
とであろう。だが、それは健康なうちは独居し
てもいいかもしれないが、今後自分たちがいざ
自立（経済や介護など）した生活ができなくなっ
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表４　高齢者の年齢層別世帯人数と家族の構造、及び大家族の同居意識について （人）
最終学歴子供と同居予定子供の有無家族構成
年齢層
小学校卒不識字合計誰とも住む予定がない
息子と娘が
いる
夫婦のみ暮
らし１人暮らし
１０２８９２５２０２１１４１６６５７４歳
２３７６５３９５４７５８４歳
０７２２７０２８５歳以上
１０４１３３３３２７２５７４６１２合計
図３　性別と年齢層のクロス 図４　年齢層と性別のクロス
た際に、日常生活を支える相手や介護をしてく
れる人が身近にいない（介護する時間がないな
ど）といった問題は必ず発生してくる。一方で
はデータから８割以上の高齢者が既に５年以上
も独居していることで、仮に子どもたちと再度
同居する希望があっても、況してそれは実現可
能かどうかという疑問もある。さらには、独居
高齢者の内、前期高齢者が７５.８％を占めており、
後５年若しくは１０年が経ったら子どもと再度同
居することもできない場合は、現在の医療制度、
或いは介護保険制度もない状況の中で、老後の
生活を送ることはできなくなり、福祉問題が確
実に生じてくると考えられる。
４．健康の自覚症状及び「ADL・IADL」状
況についての結果と分析
高齢者の身体状況の自覚症状については、「と
ても健康」と「普通に健康」と答えた高齢者が
最も多く（９５.７６％）、それは表５に健康受診の
結果からも読み取れる。３　 年以内に健康検査を
受けた高齢者は８割を占めており、大多数の高
齢者が健康に気を付けていることが判る。それ
に連動しているかどうか判らないが、持病や寝
たきり高齢者が全体の０.５％程度に留まったこと
である（表５）。しかしながら、「過去三年間入
院歴」のある高齢者は１５.８％に上り、そのうち
後期高齢者の割合が高いことがわかった。今後
高齢化社会が急速に進み、後期高齢者が増える
一方の中で、寝たきり高齢者や認知症高齢者を
作らないように様々な予防的な措置を講じてい
かなければならない。
加えて ADL に関しては、図６及び図７を見
て分かるように、全体的には男女ともに自立度
が高く、全介助を要する高齢者がほんの少し
（２人）しかいなかった。また、それも以前の
調査結果と同様に男性高齢者の自立度が高く、
これは恐らく宗族社会にしか見受けない独特な
現象であると思われる。
５．主な収入源及び日常生活の豊さの実感に
ついての結果と分析
高齢者の主な収入源については図７であるよ
うに、高い順から①家族構成員からの援助
（４９.２％）、②自分の貯金（１９.２％）、③退職金
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表５　高齢者の健康受診状況、入院と病名について （人）
入院病名過去３年間入院健康受診状況（人）年齢層
その他糖尿病心臓病無いある無受診５年前３５１３１年内
１４４１１９６１８３６３０８０９５６５７４歳
１１４２２２１７１１５１７１５７５８４歳
５０１１６０１００６８５歳以上
３０８４２１９４１４８３５９７１１６合　計
図５　年齢層と健康状況
（１８.６％）、④労働による収入（１２.７％）、⑤生活
保護（０.３％）となっている。つまり約半分の高
齢者が家族扶養のもとで生計を立てている、け
して経済的な自立は存在しえない状況にいると
言える。しかしながら、今後より一層少子・高
齢化、核家族化が進展し、それによって今のよ
うな家族に頼って老後の生活を営んでいくこと
は果たして高齢者の人権が守れるのか、まして
は病気や要介護状態になった場合は、今までの
ような家族だけに看病や介護を任せきりでいい
のか、介護などのストレスによる虐待問題が生
じないのかと疑問を抱かざるをえない。
さらには、表６の「今日の日常生活の豊かさ
を感じているか」の問いに対して、どの年齢層
でも、７　 割以上の高齢者が今の生活にあまり豊
かさを感じないと答えた。その中で特に加齢に
つれて生活の厳しさを実感している高齢者が多
いことを垣間見た。
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図７　年齢と ADL 歩行・食事・トイレ・入浴など
図６　年齢と ADL
図８　年齢と主要経済源
６．高齢者の外出頻度及び悩み時の相談相手・
病気時の看病相手についての結果と分析
表７で示したように、約９割の高齢者が別居
家族と毎日連絡を取り合っていたり、６　 割強の
高齢者は毎日一回以上外出されたりしていたこ
とが分かった。しかし、今回の調査対象の中で、
６　 割以上の方がクラブ活動に参加していたので、
逆に一部の外出できない高齢者のニーズ把握は
どうなっているのか気になる。また「病気になっ
た時の看病相手」には、同居家族（４７％）の他
に別居家族よりも同宗族（２９.６％）に頼りにな
ることが多いという結果であった。さらには、
「悩む時の相談相手」の答えは、同居家族（４７％）
の次に同宗族（４５.４％）となっていた。それは
宗族間のラポール形成ができていることと言え、
インフォーマルな相談機能が果たされているこ
との表れでもあろう。
一方では、表８の「将来生活への不安」に関
しては、高い順から、「病気になった時」（１１１人）、
「医療費など経済を圧迫された時」（８８人）、「要
介護状態になった時」（４３人）であった。そし
て、表９で示したように、「介護問題への不安」
に対して、最も不安と答えたのは家族が「介護
時間がない時」（４２％）だ。次に「世話人の介
護知識が不足」（１３％）であった。その結果か
ら、やはり介護する側の人手不足といった量的
問題と介護知識や技能を有する質的問題が浮き
彫りになった。また、「日常生活上の最も楽し
いこと」（表１０）を聞いたところ、一番楽しい
ことは何と「宗親族との会話」（９１人/３５％）で
あった。しかもこの割合は「家族との会話」（８９
人 /３４％）よりも高く、これはまさしく宗族に
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表６　年齢層と今日日常生活の豊さの実感 （人）
合計全然豊かでない余り豊かでない普通非常に豊か年齢
２１３１１４８（６９.５％）５６７６５７４歳
３９３２８（７１.８％）８０７５８４歳
７０７（１００％）００８５歳以上
２５９４１８３（７０.７％）６４７合計
表７　別居家族との連絡及び外出頻度について （人）
外出頻度別居家族との連絡有
週に１回週に２３回毎日１回以上月に数回週に数回週に１回毎日
１１１１９１３０（６１.５％）２６２２２３０（８９％）
病気になった時の看病相手悩む時の相談相手
合計宗親戚別居家族同居家族同宗族別居家族同居家族
２６０７７（２９.６％）１５１６２（６２％）１１８（４５.４％）１６１２２（４７％）
表８　将来生活への不安 （人）
合計配偶者及び家族が困難にあった時
医療費等経済を圧迫され
た時要介護状態になった時病気になった時ない
２６０２８８（３４％）４３１１１（４３％）１６
表９　介護問題への不安
その他世話人の介護知識が不足
介護者の健康状態が悪
い時
昼間自分が１人で家に
いる時
介護する時間が
ない時
介護者がい
ない
６４３３（１３％）６１９１０８（４２％）２４
よる見守りサポートネットワーク機能の具現化
であり、高齢者の在宅生活を支える大きな役割
であることが判る。
７．養老サービスに対する認知度及びサービ
スの利用希望についての結果と分析
養老サービスの施設に対する認知度は、４　 つ
の利用方法についてそれぞれの答えは高い順か
ら、最も知られていたのは「長期入所老人施設」
（９１％）であり、その次に「通所老人施設」（６０％）
で、３　 番と４番目は「在宅老人サービス施設」
（４８％）と「短期入所老人施設」（４６％）であっ
た。しかし、その中でいずれも知ってはいるが
利用したことがないという結果である。そして
分からないと答えたのは上記の順と正反対であっ
た。且つ、「利用したことがある」と答えた人
は各２人しかいなかった。
加えて、表１１で示したように、「養老サービ
スの利用希望」については、大多数が「必要に
なったら利用を考える」と答えた。そして、「利
用及び継続利用を考える」高齢者も増えている
ようで、とりわけ「通所」及び「在宅サービス」
を利用・継続利用する高齢者が２１.９％に上り、
良い結果ではないかと考えられる。
以上の結果から読み取れるのは、近年在宅高
齢者向けの福祉施設が徐々に設置・整備されつ
つあり、且つ一般住民にも周知されるようになっ
たことである。但し、利用頻度及び利用人数は
まだ少ないのが現状である。それは何故かと原
因を探って検討する必要があると考えられる。
また、サービスを供給する際に、利用者の個別
性の尊重や利用者本位の考え方、さらには利用
者と対等な関係を保持していかなければならな
いという点に注目し、単なるサービスの量を増
やすことだけでなく、同時に質的担保も求めら
れる（表１２）。
８．養老サービス制度に対する意見について
の結果と分析
養老サービス制度に対する意見について、三
択問題として答えを求めた。その結果は図８で
示したように、最も高い順からは①「政府行政
が具体的な実施計画を立てるべし」（延べ１７０人）、
②「サービスを公益事業として維持していくべ
き」（延べ１５２人）、③「サービス内容は老人の必
要に応じて充実させていくべき」（延べ１１１人）、
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表１０　日常生活上最も楽しいこと
読書及び新聞を読む、テレビ
をみるやラジオを聞くこと家族との団欒
孫らの成長を見届
ける
友人及び隣人とおしゃ
べり
宗親族との
会話
家族との会
話
５２９２４２１９１（３５％）８９（３４％）
表１１　養老サービスの利用・継続利用などについて
利用を考えたことが
ない
必要になったら利用
を考える
利用及継続利用
を考える
３６１９８（７６％）２６将来長期入所老人施設の利用予定
８０１６５（６３％）１５現在及び将来短期老人施設利用
２８１７５（６７％）５７現在及び将来通所老人施設利用予定
２８１７５（６７％）５７現在及び将来在宅サービス利用予定
表１２　介護サービスの量的・質的の確保について
合計賛成非常に賛成
２６０１４９１１１介護サービスの量的確保が重要
２６０１４６１１４介護サービスの質的向上が重要
④「政府が現行の政策・制度の実施を確保すべ
き」（延べ１００人）、⑤「サービス対象を拡大して
いくべき」（延べ７８人）と他の三つ（延べ６０人
前後）の意見となった。それらの結果から分析
するとまず、行政責任を第一とした養老保障に
おける計画づくりとその実践が求められていた
ことである。それに加えて、サービスの提供は
公益事業として実施するといった行政による
フォーマルな福祉事業の展開（ハード面の重視）
である。一方では、サービスの内容やサービス
の拡大及び質的な確保（ソフト面の重視）であ
る。
Ⅴ．考　　　察
本研究の考察について、上述の調査結果及び
分析を踏まえ、コミュニティケアの視点から以
下、「個別ニーズの発見・把握するためのネッ
トワーキング」、「地域（宗族）資源の利用・発
掘するためのネットワーキング」に分けて説明
を行う。
１．個別ニーズの発見・把握するためのネッ
トワーキング
調査結果から、高齢者を年齢層別で見ると前
期高齢者が多かったが、しかしそのうち７０歳か
ら７４歳までの高齢者は約３割（７６人）を占めて
いることが判明し、そのうちさらに１９人（２５％）
の者が子どもと同居していないことが分かった。
このような状況下で恐らく５年後には日本のよ
うに後期高齢者が急速に増え、と同時に一人暮
らし高齢者や老夫婦のみ世帯が増加し、超高齢
社会の到来は確実である。一方、一般的な見方
としては、加齢に伴い病気に罹りやすくなり、
認知症高齢者や寝たきり高齢者が増える中で、
介護を要する者に対するニーズの早期発見・確
認も重要となる。かつては大都市にしか見られ
なかった高齢化問題は中国農村地域にまで及ぶ
こととなってきている。またこのような実態に
ついては、筆者による２０１１年の中国東北農村地
域の調査や２０１２年の中国上海市の調査を通して
再確認することが出来た。
そして、上述と同様に９割以上の高齢者が健
康上の自覚症状は良好であったが、「過去三年
間入院歴がある」と答えた者が１５.８％（１４人）
に上り、そのうち後期高齢者の割合が最も高く、
今後後期高齢者が増える一方の中で、寝たきり
高齢者や認知症高齢者を作らないように予防的
なニーズ把握も大事になってくる。このような
地域（宗族社会）の中で、「福祉ニーズを抱え
る住民の発見・把握に取り組もうとすると、住
民やさまざまな専門職や専門機関のネットワー
クを形成していくこと、すなわちネットワーキ
ングが必要なのである」６）と述べられたようにニー
ズの早期発見・把握が重要であるので、宗民に
よるネットワークづくりを推進していくことが
不可欠である。
一方では、大都市と違って地域を基盤とした
福祉サービスの供給体制や専門職による相談援
助体制が整っていないためか、多くの高齢者は
生活ニーズ（介護や健康上の不安など）が発生
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図８　養老サービス制度に対する意見の総人数
した際に、まず身内の家族や宗親に相談相手を
選び、相談を通じて互いに共感に基づく「信頼」
「互酬性」「社会的ネットワーク」といった宗族
的組織の機能を果たし、これがまさしくイン
フォーマルな相談援助機能を有しているので、
今後より一層宗族内での住民相互の支援のネッ
トワークを構築していくことが求められる。
２．地域（宗族）資源の利用・発掘ためのネッ
トワーキング
科学院社会学研究所の朱慶芳７）が、「中国は発
展途上国である。社会福祉も数十年をかけて発
展してきたが、大きな農業国であるため、経済
的基盤が弱く、現段階では社会保障制度も改革
中であり、社会福祉の社会保障制度における位
置はまだ重要なものではない」と述べたように、
Ｓ街道も例外ではない。高齢者に関する年金や
医療に対する施策及び取り組みが多く見られて
おり、在宅養老サービスの供給を推し進めては
いるものの、大多数の高齢者を対象としたサー
ビスの供給はまだ実働していない。また、朱は
「高齢福祉国家に見られる社会福祉の多くの内
容はまだ中国の社会保障体系に入っておらず、
今後より一層体系化され、規範化される必要が
ある。経済の急速な発展・社会保障体系の整備
と国民生活における需要の増加により、社会福
祉制度も急速に発展するものと思われる。」と
も述べた。このように、近代化が進んでいる中
国は、農民一人当たりの所得はまた非常に低レ
ベルにある（世界で中国全体は８０位）にもかか
わらず、農村社会の社会保障体制はまた欠如の
状況にある。このように国家責任もあるべき社
会福祉制度の整備が不十分なため、地域格差や
貧富の差が大きく開いたことにより、農民（宗
民）の生活問題は増すばかりで、貧困、年金、
医療・保健、福祉など様々な問題に直面してい
る。こうした課題に行政の各担当部署や機関、
施設などが取り組んでいかなければならないと
考えられるが、しかしそれらの問題を解決する
には、行政だけでは対応しきれない面もある。
そこで既存の地域資源とした宗族（組織）の力
を発揮させ、地方行政と連携を図る必要がある。
すなわち、公助（行政村）⇔共助（宗族組織）
⇔自助（宗民）が一体になって「宗族養老方式」
という地域ネットワークの形成（図９）を図り、
より多くの宗民が福祉事業や活動に参加でき、
地縁や血縁を生かした支えあいまちづくりを推
進することである。場合によっては、海外の宗
親族との連携を図りあって、既存のネットワー
クを維持しながら、さらに新たな資源（物的資
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図９　宗族社会の地域ネットワークキング（モデル）
ࣇ࢛࣮࣐ࣝ ࢖ࣥࣇ࢛࣮
࣐ࣝ
源だけでなく、人的資源も含める）の開発をし
ていく必要があると考えられる。
お わ り に
最後に、本研究の限界について述べておく。
今回の中国の宗族社会における高齢者の生活実
態及び意識調査を通して、まず、宗族地域の高
齢者の生活問題（特に潜在的ニーズ）は少なく
とも発見・把握することができた。だが、ニー
ズに応えられるような確信的な助言に至らなかっ
た。中国の農村地域、とりわけ東南宗族社会に
おける高齢者の養老形態は従来と変わりはなく、
大多数の高齢者が依然として家族扶養を中心に
行われている。そして、今後高齢者福祉に対す
る法整備、福祉サービスの充足（量・質）への
期待が高まったことは判明した。しかし、中国
では、今でも地方行政によって福祉政策が制定
されているが、国としての福祉的法律や制度は
まだ定まってないため、誰でもサービスを公平
且つ平等に受けられるとは言い難い。環境に恵
まれない、福祉ニーズの高い人（高齢者）こそ
が制度の隙間に陥って救われない。そのために
は、宗族や親族といったインフォーマルな繋が
り、ネットワークをこれから作っていかないと、
宗民（高齢者）の暮らしは益々厳しくなる一方
である。それから、同じ圏域の中で相違する宗
族相互間の繋がりはあったと調査結果から少々
判明したものの、その繋がりは必ずしも福祉的
な視点を持って行われているものではない。ま
たは組織化されたものとまでは結論として見い
だせていないので今後の課題である。
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注
１） 宗族社会とは、祖先から分かれた父親出自（単
一出自）の親族である。それぞれの個人は、上４
代前の高祖まで遡り、下４代後の玄孫まで下がり
縦軸を基本として、計９世代を親族範囲とするが、
原理的には、その枠を超えて親類関係を際限なく
広げることが可能である。中国はまたその濃厚な
宗族伝統を持つ国とも言われている。とりわけ農
村地域（華南・東南地方）にとって最も基本的で
身近な社会関係として存続し続けてきた。
２） 「三農」とは、農村、農地及び農民を指してい
ること。
３） 周大鳴：中国中山大学人類学学部主任、教授、
博士（大学院後期課程）指導教官。『当代華南の
宗族と社会発展』を著者とした一人である。宗族
の概念及び構成について序論編「当代華南の宗族
と社会発展」（P２４）で抜粋した。翻訳は本稿の
筆者。
４） 李大宏　沈汝発： 者 http://ww.agri.com.cn/ 
population/３５０５０５１０４０００.htm
５） http://ww.agri.com.cn/population/ 
３５０５０５１０４０００.htm 筆者により翻訳。
６） 牧里毎冶（２００９）『精神保健福祉士・社会福祉
士養成基礎セミナー　地域福祉論』p１９６
７） http://ww.agri.com.cn/population/ 
３５０５０５１０４０００.htm 朱慶芳著　筆者により翻訳。
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